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71　　　　 上皮性卵巣癌 の 予後因子別か らみ た

CAP 療法 の 限界 とそ の対策
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72　　　　 Carboplatin（CBDCA ）投与に おけ るAUC

　 の 予 測 は、CajvcrtとChatelutの 予 測 式 の ど ち らが

　有用か
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［目的］上皮性卵巣癌 の 予後因子 を解析 し ，first

lineと して の CAP療法の 限界 と，second 　 I　ineとし

て の 即 療法や m （CDDP｝CPT−11）療法の 有用性を検

討 した 。 ［方法 ］1983年以後当院で 初回手術を施

行後 ，CAP療法を行 っ た上皮性卵巣癌 173例を対象

と した 。Coxの比例 ハ ザ ー
ドモ デ ル を用 い て 予後

因子を解析 し，そ の 予後因子別に エ
2
検定を用 い て

CAP療法の 奏効率及 びKaplan　 Meier法 と
…

般化

Wilcox  法を用 い て 生存率を調 べ た 。さら に CN ）

療法が 無効で あ っ た 14例に 対す る EP療法と4例に

対するPT療法の 有用性を検討した。 ［成績］臨床

進行期 ，病理組織型及 び残存腫瘍径が 予後因 子と

して 重要 と考え られ た 。CAP療法抵抗性 と考え ら

れ る粘液性癌 ．明細胞癌及 び未分化癌の 占め る割

合は 21X，24％，4％と計 49Xで あ っ た 。早期癌で あ

っ て も明細胞癌は再発 し易 く5生率は 74％と最 も予

後不良で あ っ た 。進行期癌で は 粘液性癌 ．明細胞

癌 ，未分化癌は漿液性癌 ，類内膜癌 と比 べ 予後不

良で ，2年以内の 死亡例が 多 く ，CAP療法に 対する

感受性の 低 さ が 示 さ れ た 。進行期に お い て 残存腫

瘍径が 2c皿以上 の 場合は病理組織型 に よる予後の

違 い は さら に明確 とな り ，上1記 3 タ イプ はす べ て

17ケ月以内に 死亡 した u 残存腫瘍径別に みたCAP療

法の 奏効率で は 2cm未満で も明細胞癌は 60％が PDで

2cm以上 で は 上 記 3 タ イ ブ は 75−86％が PDで あ っ た 。

CAP後に EP療法を行 っ た 14例中3例 （21X）にPRが

得 ら れ た 。さ らに third　 lineと して PT療法を行 っ

た4例 中 1例 に PRが得 られた 。 ［結論 ｝上皮性卵巣

癌に お い て 初回手術残存腫瘍径が 2cm以上で粘液

性癌や 明細胞癌 の 場合 はCAP療 法 は無効 と考え ら

れ ．EPまた は町 療法 を first ］ineとして 選択す べ

き と思 われ た 。

（目的）卵巣癌患者 に対す るJP 〔Carbop】atin （J）D1 ・

Cisplatin（P）D3〕療法 の 投 与前後 に CBDCA の Frcc

の 血中プ ラ チ ナ濃度（Pt）を測定 し、
　AUC を算出し、

CulvertとChate】ut の 予測AUC 、腎機 能、血小板減

少との 関連 を検討 した。

（方法）対象は卵巣癌患者14例で 全 て JP1 コ ー
ス

日と し、CBDCA350 〜400mgtm2 を DI　Cこ1時間で 、
　 　 　 　 　 　 　 2
CD1）P80〜90mg！m をD3 に 2時間 で 点滴 静注 し、

原 子吸 光法に よ りP1濃度を 求め た 。 計算式は

Calvertの 式 ： AUC 一
投与 量 （mg ）／（GFR ＋25）、

Chatelutの 式 ：AUC ＝投 与量（nlg ）／ ｛O．134 × 体重

＋　〔218x イ本重 × （1−0．00457 × 年歯令）× （1−0．314 ×
’
罔ヒ）〕

× 113／ SCr（mg 頑 ）X10000 ｝　 性 ： 男＝〔｝ ．女＝1

を使用 し、
GFR は 24hCcr．で代用 した 。

　 AUC の 算

出は モ ーメ ン ト法を使用 した 。

（結 果） 1．CBDCA の 実測 AUC は 2．2 〜8．5 で

Cal、
「
ert の 予測AUC と は最大 3」の 差 で あ っ た が 、

Chatelutの 予測AUC とは 1．9の 差で あ っ た 。

2．実測AUC とCalvcri、及び Chatclutの 予測AUC と

の 相関 は r＝O．768（p＜ O，005）、
r＝O．833（p〈 0．0005）で あ

り、Chate］utの 予測AUC との 相 関が強か っ た 。

3、実測Auc と血小板減少率 、 及び最低値 との 相

関は、r＝0，665（p 〈O．Ol）、　 r＝−0．707（p〈 O．005）で そ れ ぞ

れ有意差を認めたが、最低値との 相関が強か っ た 。

4、Ca］vert 、及びChate］ut の予測AUC と血小板最低

値 と の 相 関 は そ れ ぞ れ r＝−0，602（p＜0，05）、

r＝−O．658（pく 0．05）で 有意 で あ っ たが 、Chate］ut の 予

測AUC と の 相関 が 強 か っ た 。

（結論） 実測 AUC は 血小板最低値、及び減少率

との 相関を認め て お り、 特 に 最低値 と 高 い 相 関を

認め た 。AUC の 予測 に は Ca ］vert の 式 よ りChatelut

の 予測式の 力
．
が有用 で あると思われた。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


